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研究成果の概要（和文）：総括班活動において、おもに以下の研究成果を挙げた。(1)年に2回の領域会議を開催
して、最新の情報交換を促した。このうち１回を若手自身が企画・進行を行う若手研究集会として若手研究者の
ネットワーキングの形成を促した。(2)大規模解析の実施、データサーバの共有、培養用マイクロデバイスの供
給を研究支援として行なった。(3)若手研究者を海外研究集会へ積極的に派遣した。新型コロナウィルス感染拡
大の影響により約3年間はこの活動に支障を生じたが、その間もオンラインの海外研究集会への参加を支援し
た。(4)国際シンポジウムを開催し国内外対面参加187名（6カ国）、オンライン参加239名（22カ国）の参加があ
った。

研究成果の概要（英文）：The following achievements were mainly made in the activities of this 
research group. (1) Two research meetings were held annually to promote the exchange of the latest 
information among all research groups. One of these meetings was held as a meeting for young 
researchers, which was organized by young researchers. (2) Continuous supports were made for 
conducting omics analyses, sharing data servers with all research groups, and supplying microdevices
 for culture systems developed by research groups. (3) Continuous supports were made for dispatching
 young researchers to overseas research meetings. Although the pandemic situation of the new 
coronavirus interfered with this activity, we continued to support online participation in overseas 
research meetings. (4) International symposiums were held and 187 people (from 6 countries) 
participated in person, and 239 people (from 22 countries) participated online.

研究分野：生殖生物学

キーワード： 配偶子

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
総括班の活動により、領域研究の成果を最大限に引き出すことができた。領域研究の研究成果は国内外に発信さ
れて、日本の生殖細胞研究のプレゼンスの向上に貢献した。これと同時に若手研究者が育成され、次世代の当該
学術領域の継続的な発展が見込まれた。また領域の研究成果をメディアや市民講座などを通して、わかりやすく
国民に説明することにより、当該研究分野が広く認知されている。特に不妊治療等に関する社会的な注目度は高
く、本研究領域が発信した研究成果は、不妊治療に関する技術的または倫理的課題に問題を提起する機会が多く
あった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
生殖細胞は次世代の個体を作るという極めて特殊な性質をもつことから、生物学の中心的な研
究対象である。体外培養系で配偶子の産生過程を再現する「in vitro gametogenesis」は、配偶子の
分化過程の解明や最終産物である機能的な配偶子の利用など、生物学のみならず医学・畜産学・
水産学など多くの分野に波及効果が期待される。本研究領域の研究代表者らは世界にさきがけ
てマウスの in vitro gametogenesisを報告した。しかし、産生される配偶子の受精能や発生能を保
証する機能的な完成度「配偶子インテグリティ」は、生体内の配偶子に比べて極めて低いことは
明らかであった。これらのことから、生体内では配偶子のインテグリティを構築する未知のシス
テムが存在するという着想に至った。本研究領域ではその着想をもとに、世界的に配偶子研究を
牽引している研究者を集結させ、最新の技術を用いて配偶子インテグリティの実体を解明し、そ
れを再構築することを目指した。 
 
２．研究の目的 
総括班の目的は、計画研究班と公募研究班で組織される研究班間の効果的な連携を促し、領域研
究の目的に合致した最大限の研究成果を引き出すことである。また研究活動を通して若手人材
を育成し、当該学術分野の持続的な発展を実現する。これとともに国際交流を推進して、領域研
究の国際的なプレゼンスを向上させる。これを実現するために、以下の 4 点を具体的な目的と
した。(1)研究会議の開催を通じて、研究の進捗状況の共有と連携を促す。(2)大規模解析の実施
やデータの共有に関して、企画・調整を行い、研究の効率化を図る。(3)若手・女性研究者の学会
参加や国際交流の支援を行い、次世代の研究者の育成を促す。(4)国際シンポジウムの開催、海
外講演者によるセミナーの開催のほか、国際会議での発表やホームページから情報発信を積極
的に行い、領域研究の推進と認知度を向上させる。 
 
 
３．研究の方法 
 総括班では、領域代表の統括のもと、各担当（事務、公募支援、広報啓発、研究支援、若手支
援、集会、国際、女性支援）がそれぞれの役割を担う。具体的には以下のように実行する。 
 
研究会議等の開催：領域会議、総括班会議を開催して、各研究班の研究の進捗状況や成果を把握
し、各研究班間の連携の強化と領域研究の方針策定を行う。若手研究集会およびそれに付随した
女性研究集会を開催して若手・女性研究者の育成およびネットワークの形成を促進する。 
 
研究および連携の支援：トランスクリプトームやプロテオーム解析の実施を企画・調整する。得
られる解析データを管理するサーバを設置し、一定の条件のもと情報を共有する。 
 
若手・女性研究者の支援：若手・女性研究者の国内・国際学会や海外の研究機関が企画するコー
スへの参加を積極的に支援する。就学前の子を同伴して領域会議や学会に参加する場合のベビ
ーシッター等にかかる費用を支援する。 
 
広報啓蒙活動：領域研究における研究の成果を、学術分野のみならず、国民や社会に向けてプレ
スリリースなどを通じて発信する。本領域研究のホームページを開設し、活動状況を研究者以外
に紹介する。市民講座、高等学校等への授業や講演を積極的に行う。 
 
国際化の推進：国際活動支援を置き、世界トップレベルまたは独創的な共同研究を推進する。若
手研究者の国際共同研究への参加や外国人研究者の招聘を積極的に行い、人的ネットワークを
形成するとともに、国際的に活躍する人材を育成する。最終年度には、当該分野をリードする世
界の研究者を招聘して国際シンポジウムを開催する。 
 
４．研究成果 
研究会議等の開催：年に 2回の領域会議を開催して、最新の研究成果の発表などの情報交換を行
なった。このうち１回を若手自身が企画・進行を行う若手研究集会とした。この若手研究集会で
は、計画研究班と公募研究班に属する若手研究者（大学院生、ポスドク、若手スタッフ等）が自
身の研究を発表した。若手研究集会を通して、様々な情報交換が喚起されて、若手研究者のネッ
トワーキングが涵養された。これらの領域会議と同時に総括班会議を開催して、各研究班の研究
の進捗状況や成果を把握し、各研究班間の連携の強化と領域研究の方針策定を行った。本研究領
域の活動開始 2 年目から新型コロナウィルスが感染拡大して行動制限が課せられたが、会議を
オンライン化して、毎年の研究集会の開催を確保した。 
 
研究および連携の支援：本研究領域では総括班内に研究支援班を設置して、データサーバの共有



と培養用マイクロデバイスの供給を行った。データサーバは奈良県立医科大学内に設置され、す
べての研究班の研究代表者にライセンスを配布した。研究者は一定の条件下でデータの閲覧が
可能であり、新規性の高いデータを得ることができた。領域設定期間中のサーバーのハードディ
スク（60TB）の使用状況の推移は 2019 年度 29%→2020 年度 51%→2021 年度 92%→2022 年度 62%
となり、継続的に高い使用率となった。共用のサーバーを置いて領域内での実験の重複を防ぐこ
とにより、研究費の効果的な使用に貢献した。 
培養用マイクロデバイスの開発は、各研究班の発案に応じて研究支援班が打ち合わせを行い、各
研究に適したデザインのマイクロデバイスを供給した。研究支援班は各研究班と継続的かつ双
方向的な情報交換を重ねてマイクロデバイスの最適化を行った。領域機器や消耗品の購入を一
元的に行うことにより安定かつ効率的な実験の遂行に貢献した。領域設定期間中において研究
支援班は計画班および公募班と述べ 18 件の共同研究を展開した。 
 
若手・女性研究者の支援：年に 1回の若手研究集会の開催によるネットワーキングのほか、若手
研究者を海外研究機関や海外研究集会へ積極的に派遣した。新型コロナウィルス感染拡大の影
響により約 3 年間はこの活動に支障を生じたが、その間もオンラインの海外研究集会への参加
を支援した。領域設定期間内中に 17件 18 名の派遣を行った。また国内学会への参加も奨励し、
領域設定期間内に 25 名の若手研究者が優秀発表賞（日本分子生物学会、繁殖生物学会、畜産学
会、日本家禽学会、細胞分裂研究会等）を受賞した。このほか、若手研究者が学術振興会特別研
究員制度（DC、PD、RPD、海外特別研究員）や研究助成制度に申請する際の支援を積極的に行っ
た。領域設定期間内中に学術振興会 DC14 件、PD5 件、RPD2 件、海外特別研究員 2件、若手研究
者が代表となった研究助成 18 件（JST さきがけ、創発研究、次世代研究者挑戦的研究プログラ
ムを含む）が採択された。また領域が企画した国際シンポジウムでは託児システムを構築して、
未就学児を持つ親の参加を促した。 
 
広報啓蒙活動：領域研究のホームページを開設した。それを介して、研究領域の紹介、最新の研
究成果、セミナー等の情報を発信した。各班の研究成果の発表においては、論文発表に留まらず、
新聞（72 件）やテレビ（13 件）などのメディアを国民に向けてプレスリリースを行なった。こ
のほか市民講座、高等学校等への授業や講演を行なった。 
 
国際化の推進：国際支援班では 4 つの研究班がそれぞれ海外の共同研究者と共同研究を行なっ
た。このほか研究班の海外研究機関との共同研究に関しての旅費や物品輸送費などを支援した。
その結果、５年間でのべ 109 件の共同研究が成立した。また最終年（令和 4年度）に国際シンポ
ジウムを行った。このシンポジウムは類似の研究領域である佐々木裕之（九州大学）特別推進研
究「多階層オミックスによる卵子の発生能制御分子ネットワークの解明」および小倉淳郎（理化
学研究所）新学術領域「全能性プログラム：デコーディングからデザインへ」との共催とした。
新型コロナウィルス感染対策として（特に中国は当初厳しい行動規制を行なっていた）シンポジ
ウムはハイブリッド開催とした。共催としたことにより、各研究班の負担を軽減しながらも多く
の招待講演者と聴衆（対面参加：国外 12 名［6カ国］、国内 165 名、オンライン参加：国外 106
名［22カ国］、国内 131 名）に参加頂いた。シンポジウムではポスターセッションを設けて、海
外の招待講演者と領域内の若手研究者が活発な議論を行った。シンポジウムは海外の招待講演
者や参加者からも好評であり、情報および人的ネットワークの形成に貢献した。 
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